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平成２９年度長野県スポーツ少年団東信地区競技別交流会（剣道競技）開催要項 

 

１ 目   的  スポーツ少年団活動の促進・活性化を図るため、団員に試合を主とした交流の

場を提供し、技術の向上と団員の連帯感を高めることを目的とする。 

２ 主   催  長野県スポーツ少年団東信地区連絡協議会 

３ 後   援  上田市教育委員会 

４ 主   管  上田市スポーツ少年団 上田市剣道スポーツ少年団 

 

５ 期日・日程  平成２９年８月２０日（日） 

    ◇受 付 ７：３０～８：００ ◇審判監督会議 ８：１０ ～ ８：３５ 

◇開会式 ８：４５～９：０５ ◇試会開始 ９：１５ ◇閉会式 競技終了後 

    

６ 会 場  「上田市城跡公園体育館」 上田市常磐城 1-1-30 電話 0268-22-8699 

※駐車スペースの限りがありますので、車両台数減少にご協力ください。 

 

７ 参 加 資 格 （１）平成２９年度スポーツ少年団登録団員及び指導者。 

            なお、本年度入団者及び剣道試合作法を習得していない者は、参加できない。 

（２）スポーツ安全保険に加入している者。 

 

８ 試 合 方 法  別記による。また、組合せは開催市町村にておいて行う。 

 

９ 試合・審判   全日本剣道連盟剣道試合・審判規則及び、本大会の審判・監督会議の申し合

わせ事項により行う。 

 

10 参 加 料 （１）参加団員 1人 につき ３００ 円 

        （２）各市町村スポーツ少年団事務局で取りまとめ、参加申込時に下記の振込口

座へ振り込むこと。また、申込後の取消し及び欠場の場合等も参加費は返

金しない。 

 

11 申 込 方 法 （１）申込締切日 平成２９年７月１４日（金）まで （期日厳守）   

（２）別添申込書により下記へ申し込むこと。期限後の申し込み、参加料の納入

のないものは受け付けない。 

            申込先：〒386-0025 上田市天神 1-8-1 上田駅前ビルパレオ 5階 

「上田市スポーツ少年団事務局」 宛 

TEL：0268-27-9400 FAX：0268-21-3100 

      振込先：八十二銀行 上田市役所出張所（３１７）普通（８１５） 

           上田市スポーツ少年団事務局 代表 小林 洋一（コバヤシ ヨウイチ） 

 

12 そ の 他 （１）会場案内等大会資料は、後日参加団代表者あてに通知します。 

（２）参加団は、団旗を必ず持参すること。 
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（３）参加団は、応急手当の準備をしておくこと。 

        （４）参加団員・審判員・会場係は、各自昼食を用意すること。 

（５）各団の代表者は全ての責任をもち負傷者については応急処置をすること。 

（６）夏場の開催になりますので、熱中症対策を各団でお願い致します。 

 

§ 競 技 方 法 に つ い て §   

１ チーム編成 

 （１）団体試合  ① 小学生男女のみとする。なお、４年生以上の団員にて編成をすること。 

② 各団男女各１チームとする。  

③ 男子チームに女子の参加も可能とする。  

④ チームが４人編成の場合は次鋒を、３人編成の場合は次鋒・副将を外す。  

（２）個人試合  ① 小学生・中学生とも 学年別・男女別とする。  

② 区分は小学生１～２・３・４・５・６年生、中学生１・２年生とする。 

 

２ 試 合 方 法  

（１）団体試合  ① 予選はリーグ戦にて行い、各リーグ代表によるトーナメント戦方式。 

（２）個人試合  ② トーナメント戦方式により行う。 

 

３ 試 合 時 間 

 （１）団体試合  ① 団体戦は２分間３本勝負、勝敗の決しない場合は引き分け。リーグ戦１

位決定時、トーナメント戦では勝ち数・取得本数が同数の場合は、代表戦

にて２分間１本勝負、勝敗の決しない場合は２分ごとの延長を行い勝敗を

決する。 

（２）個人試合  ① 小学生の個人戦は、２分間３本勝負。勝敗の決しない場合は１分間の延

長を１回行う。それでも勝敗の決しない場合は判定にて決する。準決勝以

上は２分ごとの延長を繰り返し行い勝敗を決する。 

② 中学生の個人戦は、３分間３本勝負、勝敗の決しない場合は１分間の延長

を１回行う。それでも勝敗の決しない場合は判定にて決する。準決勝以上 は

時間を区切らず延長を行い勝敗を決する。 

（３）その他   ① 個人戦上位出場者が続けて試合は３分間のインターバルを設ける 

② 出場チーム数・出場者数により時間を変更する場合もある 

 

４ 審 判 員   ① 参加団は、３名以上の審判員を選出すること。（審判旗を持参すること。） 

５ 会 場 係 員   ① 参加団は、２名の会場係員（コート補助員）を選出すること。 

６ 持 ち 物 

 （１）団旗・団名を書いたプラカード・目印（赤・白のタスキ）を持参すること。 

 （２）団体戦参加団は下記の大きさ用紙に選手名を書いて受付に提出すること。 

       【もぞう紙】 ※チーム名の横に、男（黒）・女（赤）を明記すること 
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７ そ の 他  

（１）団体戦・個人戦の重複出場を可能とする。 

（２）赤・白の目印（タスキの色）はトーナメント戦では番号の若い方が赤、リーグ戦において

は対戦表の左側が赤とする。 

 

 §試 合 申 し 合 わ せ 事 項 § 

 

１ 試合方法   

（１） 団体試合  

ア 団体戦は３～４チームを１ブロックとして予選リーグ戦を行い、各リーグ１位のみにて

トーナメント戦方式により行う。 

（２）個人試合 

ア 個人戦はトーナメント戦方式により行う。 

 

２ 試合時間 

（１）団体試合 

ア 団体戦は２分間３本勝負とし、勝敗の決しない場合は引き分けとする。なお、リーグ戦順位決

定、トーナメント戦で代表戦になった場合では、時間制限なしの１本勝負の試合を行う。 

（２）個人試合 

ア 小学生の個人戦は、２分間３本勝負とし、勝敗の決しない場は１分間の延長を１回行う。勝敗

の決しない場合は判定にて勝敗を決する。ただし、準決勝以上は 1 分間の延長を勝敗の決する

まで繰り返し行う。 

イ 中学生の個人戦は、３分間３本勝負とし、勝敗の決しない場合は１分間の延長を１回行う。勝

敗の決しない場合は判定にて決する。ただし、準決勝以上は時間を区切らず延長を行い勝敗の

決するまで行う。 

 

３ 審判員  

  審判員は、全日本剣道連盟試合・審判規則・細則を熟知してくること。 

   

４ 判定の基準 

全剣連審判規則（７条５号） 

判定により勝敗を決する場合は、技能の優劣を優先し、次いで試合態度の良否により判定する。 

 全剣連審判規則（細則 ９条）   
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  規則第７条５号「判定」は次のとおりとする。 

   ① 技能の優劣は 優効打突に近い打突を優位とする。 

   ② 試合態度の良否は、姿勢及び動作において優っている者を優位とする。 

 

５ 反 則 

小学生の部は、不当な鍔競りについては注意・指導を行う。それ以外は全ての反則を適用す

る。（全剣連審判規則 １６・１７条） 

反則の宣告は指導の立場から分かりやすく 

（例 場外反則 １回 竹刀落とし反則 １回）と指摘する 

  （昨年度県交流会、上記申し合せにて行われました） 

団体戦も上記反則を適用する。 

  中学生は、中体連申し合わせ事項に従い行う。 

 

６ 注意事項 

 （１）小学生の有効打突の判定は各学年の稽古年数等を考慮してその学年にあった有効打突を注

意し見極める。 

 

７ 表彰 

（１）団体試合、各学年男女別個人試合とも上位３位以上を表彰する。 

基本的には３位決定戦は行わないが、個人戦各ブロック参加人員が８名に満たない場合は

３位決定戦を行う。 

 

８ 勝敗順位 

 （１）団体試合における勝敗順位は勝点を基準にする。   

    勝＝１点、分＝０．５点、負＝０点とし、同点の場合は勝者数の多いチーム、 

取得本数の多いチーム、それでも同数の場合は代表戦にて勝敗を決する。 


